
                              
 

 

刺されていません ？ 

～蚊のいない環境作り～ 

感染症を防ぐためにも蚊の駆除は大切です。ただ、殺虫剤を散布して成虫を 

駆除しても、発生源をなくさない事にはいつまでも蚊に悩まされます。 

駆除のポイントは発生源となる不要な水たまりをなくすことです。 

蚊の発生しやすい季節です。幼虫（ボウフラ）が育つ水たまりをなくすよう、 

みなさんの家庭で点検をしましょう。 

 

 

 

１ ボウフラ対策（発生源対策） 

①水溜まりをなくしましょう。 

・水が溜まるものを放置しない。 

（例）バケツ、古タイヤ、植木鉢の受け皿、空き缶などを撤去、逆さにする、

穴をあける。 

  ・ビニールシートのたるみをなくしましょう。 

  ・雨どい、排水マスなどを定期清掃する。 

 ②散水用などの汲み水は、一週間に一度水を入れ替えましょう。 

 

２ 成虫対策 

①成虫の潜む場所をなくしましょう。 

（例）草むらや藪に成虫は潜みやすいので、定期的な草刈り、 

樹木の剪定を行い風通しを良くする。 

②侵入を防ぎましょう。 

（例）網戸、蚊帳の利用 

 

＊殺虫剤を使用した駆除は、一時的に効果はありますが長続きしない

うえ、殺虫剤の使い過ぎにも注意が必要です。 
 

（問い合わせ先）岐阜市保健所 生活衛生課 

電話：２５２－７１９５ 


